
神奈川県小田原市 （平成２６年９月３０日作成）

小田原駅、鴨宮駅、国府津駅周辺を集約拠点地域として位置付け、都市機能を集約するとともに、その他の鉄道駅周辺への居小 原駅、鴨宮駅、国府津駅周辺を集約拠点地域 し 位置付け、都市機能を集約する も 、そ 他 鉄道駅周辺 居
住機能と生活サポート機能の集積を誘導。そのほか、公共交通の結節機能強化や循環バスの導入、大規模集客施設や工場
等の集積地での熱の共同利用、街なかでのみどりの創出などにより総合的に低炭素化を推進する計画。

■低炭素都市づくりの将来像
再開発等の面整備と
商業・居住機能の複合施設の立地誘導

敷地の共同化などによる
商業機能を主とした複合施設の立地誘導パーキング、レンタサイクルの整備

地下街再生による商業施設の立地

図書館、交流施設等の整備（コジェネの導入）■計画区域と主な施策

｢小田原らしさ｣を生かしたコンパクトで持続可能な低炭素都市

鴨宮駅周辺集約拠点地域

国府津駅周辺集約拠点地域
都市構造分野（鉄道軸を生かした拠点集約型の都市づくり）

小田原駅、鴨宮駅、国府津駅の周辺市街地への都市機能集約
その他の鉄道駅周辺への居住機能と生活サポート機能の集積を誘

Ｐ

市役所・市立病
院経由-東口方面

市立病院・市役所
経由-西口方面

集約拠点地域

Ｐ

小田原駅周辺集約拠点地域

その他の鉄道駅周辺 の居住機能と生活サポ ト機能の集積を誘
導
長期的には、駅勢圏外の市街地及び市街化調整区域の居住地につ
いては地域の状況も踏まえ、段階的に集約しつつ、再編について
検討

交通分野（環境 優 交通手段 誰もが「お か きる都

Ｐ

Ｐ

集約拠点地域
環状機能を有する

道路等の内側

Ｐ

交通分野（環境に優しい交通手段で誰もが「おでかけ」できる都
市づくり）

鉄道とバス、バスとバスの結節機能強化
駅と病院・大規模商業施設を結ぶバスや循環バスの導入
道路整備による道路交通円滑化

：計画区域（市街化区域）

敷地の共同化などによる居住機能を主とした複合施設の立地誘導

小田原駅周辺集約拠点地域

市立病院
山近総合記念病院・
府津 方

■交通分野

• バスの主要路線等の強化

• 循環バスの導入（再編）

• 駐車場の適正配置等による自家用車の流入抑制

－駐車場の配置箇所

－自動車動線

• トランジットモール化の検討

• 自転車走行環境の向上

■都市構造

• 商業・業務機能の集積地

• コンセプトのある物販機能の集積誘導

• 複合施設の立地誘導

Ｐ

■エネルギー分野

• 建物の更新時の高効率機器の導入等

■みどり分野

• 街なか緑化、ポケットパークの整備

エネルギー分野（地域で創るエネルギーを生かした都市づくり）
大規模集客施設や工場等の集積地での熱の共同利用
省エネ住宅の推進

みどり分野（地域の力でみどりを守り、生み出す都市づくり）

市立病院・
小田原駅方面

国府津駅方面

域

集約拠点地域
大規模商業施設

周辺拠点

川東タウンセンター
マロニエ

密集度の高い市街地解消等の取り組みと併せて、
生活サポート機能や居住機能などの複合施設の立地誘導

• 歩行環境の向上

－緑陰歩行者専用空間

－緑陰歩行者優先空間

■計画の目標

中期目標（2020年）：1990年の水準まで削減

みどり分野（地域の力でみどりを守り、生み出す都市 くり）
街なかでのみどりの創出
街なかでの親水空間の創出

Ｐ
消防署東分署

国府津小学校

大規模商業
施設方面

集約拠点地域

下府中小学校

西湘高校

Ｐ

消防本部

Ｐ

集約拠点地域
鴨宮駅

周辺拠点 卸売市場

密集度の高い市街地解
消の取り組みと併せて、
生活サポート機能や居
住機能などの複合施設
の立地誘導

建物の更新等に併せて、
生活サポート機能や居
住機能など 複合施中期目標（2020年）：1990年の水準まで削減

長期目標（2050年）：
運輸部門：1990年比10.8%～14.3%の削減
民生部門：1990年比45.4%～60.5%の削減

富士見小学校

かもめ図書館

鴨宮駅周辺集約拠点地域
国府津駅周辺集約拠点地域

■交通分野

• 駅と周辺の公共施設・商業施設への歩行者アクセス
を強化するための歩行環境の向上

• バスの主要路線等の強化

• 駅や商業施設等への自転車アクセスを強化するた
めの自転車走行環境の向上

• 駅前の自転車駐輪場の強化

• 情報提供の充実等による乗継拠点化

■エネルギー分野

• 公共施設等への再生可能エネルギーの導入

参考：公的施設・学校・子育て施設の立地状況

Ｐ

■都市構造

• 複合施設の立地誘導

住機能などの複合施設
の立地誘導

■交通分野

• 駅前広場の改良（レイアウト見直し、路線バス待機
方法・場所等の改善、送迎車両の抑制、歩行者導
線の改善）による交通結節機能の強化

• バスの主要路線等の強化
（公共交通総合連携計画）

• 駅への自転車アクセスを強化するための自転車走
行環境の向上

• 駐輪場の整備

■エネルギー分野

・公共施設等への再生可能エネルギーの導入

参考：公的施設・学校・子育て施設の立地状況

Ｐ

■都市構造

• 複合施設の立地誘導


